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１．はじめに 
 従来の道路交通振動の抑制対策は舗装の打ち換え、ジ
ョイントレス化など道路側の段差や路面凹凸の改善に
よる対策が主であった。一方、近年大型車両において荷
痛みの軽減や乗り心地の改善等の目的で、サスペンショ
ンに従来の鋼製板バネを用いたものから、車両振動の低
減に効果的な新しいサスペンションを用いた車両が使
用されはじめている。 
 
２．調査目的 
 ここでは駆動軸に代表的な鋼製板バネ（リーフ）と空
気式（エア）のサスペンションについて、試験橋梁（支
間長 30m、４本主桁鋼鈑桁橋）を用いた走行実験とシミュ
レーション解析による結果を比較し、その低減効果を把
握することを目的としている。 
 
３．実験概要と結果 
 実験は土木研究所内にある試験橋梁（図－１）を用い、総質量 25t の大型トラックを 40km/h
で走行させ、その時の主桁中央たわみ、加速度及び支点反力を計測した。走行位置はＧ１桁上
を左側車輪が通過するようにした。実験結果を図－２～５に示す。桁中央たわみや支点反力で
は、リーフサス車の波形は静的な変化に約 2.3Hz の車両の代表的な振動成分が重なって見られ
るが、エアサス車では見られない。そのため最大たわみでリーフサス車と比較してエアサス車
では約 0.9 倍、最大反力で約 0.94 倍と小さくなっている。図－３、４の桁の中央部加速度では、
最大値ではリーフサス車と比較してエアサス車では約 0.8 倍と小さくなっている。 
 
４．解析概要と結果 
 解析では車両を２軸４自由度で表－１のような車両の振動特性に、橋梁を１本の棒要素にモ
デル化し走行シミュレーション解析を行った。路面凹凸は実測値を用い、走行実験の条件をモ
デル化して解析を行った。解析結果を図－６～９に示す。図－６では、リーフサス車での波形
は静的な変化に約 2.3Hz の車両の代表的な振動成分が重なっているという走行実験結果と同様
な傾向が表れている。エアサス車でも同様な傾向が見られるが影響は小さい。最大桁たわみで
はリーフサス車と比較して約 0.8 倍と小さくなっている。図－７、８の加速度では、最大値で
はリースサス車の約 0.3 倍と小さくなっている。この差は車両の減衰定数の影響と考えられる。
図－９の支点反力では、最大反力ではリーフサス車と比較して約 0.8 倍と小さくなっている。
なお、支点反力の実験値は、４本主桁のうち荷重が一番作用するＧ１桁の支点反力となってい
るため、全ての支点反力を合計した解析値と比較して反力が小さくなっている。リーフサス車
と比較してエアサス車の方が、主桁中央たわみから見ると橋梁部材の疲労への影響、主桁中央
加速度からでは橋梁振動への影響、支点反力から見ると地盤振動への影響がそれぞれ小さいこ
とがわかる。 
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図－１ 試験橋梁断面図  

表－１ 車両の振動特性  
 ﾋﾟｯﾁﾝｸﾞ ﾊﾞｳﾝｼﾝｸﾞ

ﾘｰﾌｻｽ車 1.10 Hz 2.12Hz 
ｴｱｻｽ車 0.962Hz 1.26Hz 
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５．今後の課題 
 今後は支間長や走行速度など各種の条件下でのシミュレーションを実施し、新しいサスペン
ションの効果を把握する必要がある。 

 

 
図－５ 支点反力（実験） 

 

図－４ 主桁加速度（実験、ｴｱ） 
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図－２ 主桁たわみ（実験） 

 

 図－３ 主桁加速度（実験、ﾘｰﾌ） 
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図－６ 主桁たわみ（解析）  
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図－９ 支点反力（解析）  

図－７ 主桁加速度（解析、ﾘｰﾌ）

図－８ 主桁加速度（解析、ｴｱ）
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